
３ 気象

(1) 長野県の気象概況（平成26年）

１月

中旬を中心に冬型の気圧配置が強まり気温が低くなりましたが、下旬は暖かい空気が流れ込ん

で気温が高くなりました。降雪量は平年より少なくなりました。

上旬から中旬は、前線や気圧の谷が周期的に通過し、通過後は冬型の気圧配置となりました。

このため、北部を中心に寒気の影響で曇りや雪の日が多く大雪の日がありましたが、中部や南部

では晴れた所が多くなりました。下旬は、気圧の谷や寒気の影響をうけ北部では大雪の日もあり

ましたが、高気圧に覆われて晴れた所が多くなりました。気温は、冬型の気圧配置が強まった影

響で中旬を中心に低くなり、中旬の平均気温は平年を２℃以上下回った所が多く、４℃程下回っ

た所もありました。下旬になると暖かい空気が流れ込んだ日が多く気温が高くなりました。

２月

14日から15日にかけて、動きの遅い南岸低気圧の影響で、各地で記録的な大雪となりました。

上旬は、高気圧に覆われ晴れた日もありましたが、気圧の谷や低気圧、寒気の影響で曇りや雨

または雪の日もあり、８日には発達した南岸低気圧の影響で県内の広い範囲で大雪となりました。

中旬から下旬は、冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れた所が多くなりましたが、14日から15

日にかけては、動きの遅い南岸低気圧の影響で、各地で記録的な大雪となり、15日には、最深積

雪が軽井沢で99cm、飯田で81cm、日降雪量が軽井沢で52cmとなるなど、統計開始からの最大を記

録した地点がありました。

３月

上旬を中心に曇りや雨または雪の日が多く気温が低くなりましたが、下旬は晴れの日が多く気

温が高くなりました。

月を通して高気圧と低気圧が交互に通過しました。上旬は、気圧の谷や低気圧、強い寒気など

の影響で、曇りや雨または雪の日が多く、後半は北部を中心に大雪の日がありました。また、10

日は強い寒気の影響で気温が上がらず、日最高気温が３月の低い方からの順位を更新した地点が

ありました。中旬は、天気は短い周期で変わりました。13日には前線を伴った低気圧の影響で南

部を中心に降水量が多くなり、南信濃で日降水量104.5mmを観測し３月の最大となるなど、３月

の記録を更新した地点がありました。下旬は、高気圧に覆われて晴れた日が多く気温が高くなり

ましたが、21日には北部の山沿いで大雪となり、野沢温泉では日降雪量55cmを観測し、1981年の

統計開始から３月の最大を記録しました。また、30日にも前線を伴った低気圧の影響で南部を中

心に降水量が多くなり、日降水量が３月の最大を記録した地点がありました。

４月

天気は数日の周期で変わりましたが、高気圧に覆われ晴れた日が多くなりました。

月を通して高気圧と低気圧が交互に通り、天気は数日の周期で変わりましたが、高気圧に覆わ

れ晴れた日が多くなりました。10日は寒冷前線の通過により風が強まり、奈川では日最大風速

6.9m/s（南南東）を観測し1979年の統計開始から４月として１位となりました。

気象台では桜（そめいよしの）の開花を11日（平年・４月13日）に、満開を17日（平年・４月

17日）に観測しました。

５月

天気は数日の周期で変わりましたが、高気圧に覆われ晴れた日が多く、少雨多照となりました。

月を通して高気圧と低気圧が交互に通り、天気は数日の周期で変わりましたが、高気圧に覆わ

れて晴れる日が多くなりました。31日は暖かい高気圧に覆われたため、５月としての日最高気温

が、南木曽と浪合で1979年の統計開始以来１位を記録するなど、５月としての記録を更新した地

点がありました。月平均気温は、平年並または高くなりました。月降水量は、かなり少ないから



平年並となりました。月間日照時間は、かなり多くなりました。

月間日照時間は晴れた日が多くなったため、2013年５月の記録に次ぐ２番目の多さとなった地

点が多くありました。月降水量は原村と野辺山で1976年の統計開始以来少ない方からの１位を記

録するなど、少ない方からの記録を更新した地点がありました。

６月

低気圧や前線の影響を受けにくく、高気圧に覆われ晴れた日が多くなりましが、上空の寒気や

南からの湿った空気の影響により局地的に大雨となった日もありました。南部では、少雨多照と

なりました。

上旬は、はじめ高気圧に覆われ晴れましたが、梅雨入り後は曇りや雨の日が多くなりました。

中旬以降は、高気圧に覆われ晴れる日が多くなりましたが、上空の寒気や南からの湿った空気の

影響により午後を中心に雨や雷雨となったところもあり、一部では非常に激しい雨が降りました。

１日から３日は暖かい高気圧に覆われ各地で気温が高くなり、木曽福島と浪合で、統計開始以来

６月としての日最高気温が高いほうから１位を記録するなど、６月としての記録を更新した地点

が多くありました。

気象庁は、５日ごろ関東甲信地方が梅雨入りしたものと見られると発表しました。これは平年

（６月８日ごろ）より３日早く、昨年（６月10日ごろ）より５日早い梅雨入りとなりました。

７月

梅雨前線や上空の寒気の影響で、曇りや雨の日が多くなりました。22日の梅雨明け以降は晴れ

の日が多くなりました。また、台風第８号は10日夜から11日にかけて日本の南岸を東進しました。

９日は、南から湿った空気が流れ込み、南木曽町で猛烈な雨を降らせました。

上旬は、梅雨前線上の低気圧や寒気の影響で雨となった日がありました。また、上空の寒気の

影響で、午後には激しい雨が降った日がありました。中旬は、梅雨前線や台風第８号の影響で曇

りや雨の日が多くなり、一部で激しい雨を降らせました。また、９日は南から湿った空気が流れ

込み大気の状態が不安定となって、南木曽町で猛烈な雨を降らせました。下旬は、22日ごろ梅雨

明けとなりました。梅雨明け後は晴れた日が多くなりましたが、31日の午後は大気の状態が不安

定となり、激しい雨を降らせました。

25日から26日は、高気圧に覆われ各地で気温が高くなり、25日は伊那、飯島で、26日は信濃町、

白馬、松本今井で統計開始以来７月としての日最高気温が高い方から１位を記録するなど、記録

を更新した地点が多くありました。

気象庁は、22日ごろ関東甲信地方が梅雨明けしたものと見られると発表しました。これは平年

（７月21日ごろ）より１日遅く、昨年（７月６日ごろ）より16日遅い梅雨明けとなりました。

８月

太平洋高気圧の張り出しが弱く、湿った気流の影響を受けやすかったため、曇りや雨の日が多

くなり日照時間はかなり少なくなりました。

上旬は、高気圧に覆われ晴れる日もありましたが、台風第11号や上空の寒気の影響により雨や

雷雨となるところもあり、一部で非常に激しい雨が降りました。中旬は、上空の寒気や南からの

湿った空気の影響により雨や雷雨となる日が多く、一部で非常に激しい雨が降りました。下旬は、

本州付近に停滞した前線や上空の寒気の影響で曇りや雨の日が多く、一部では激しく降ったとこ

ろがありました。

９月

前線や寒気を伴った気圧の谷、低気圧の影響により曇りや雨となった日もありましたが、大陸

からの冷たい空気を伴った移動性高気圧に覆われることが多く晴れた日が多くなりました。この

ため、少雨、多照となりました。また、気温は低くなりました。

上旬は、低気圧と高気圧が交互に通過したため、天気は数日の周期で変わりました。中旬は移

動性高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。下旬は、台風第16号から変わった温帯低気圧

の影響により雨となった日もありましたが、移動性高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。



10月

期間の前半は湿った空気の流入や台風第18号と第19号の影響で曇りや雨の日が多く、激しく降

った日もありました。後半は高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、前線や湿った空気

の流入で雨となった日もありました。

上旬の前半は、前線が日本付近に停滞し、曇りや雨の日が多くなりました。５日から６日は前

線と台風第18号の影響により広い範囲で雨となりました。後半は、高気圧に覆われて晴れた日が

多くなりました。中旬の中頃は、台風第19号の影響で曇りや雨の日が多くなりました。後半は20

日に南からの湿った空気の影響で雨となったほかは、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりまし

た。下旬の前半は、湿った空気や前線の影響で曇りや雨の日が多くなりましたが、後半は高気圧

に覆われ晴れた日が多くなりました。

11月

低気圧と高気圧が交互に通過し、天気は数日の周期で変わりました。中旬の後半は寒気の影響

で北部の山沿いでは雪となったところがありました。

上旬は、高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、前線や南からの湿った空気の影響で曇り

や雨の日が多くなりました。中旬は、高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、冬型の気圧配

置の影響で曇りの日が多く、標高の高い所では雪の降った日がありました。下旬は、高気圧に覆

われて晴れた日が多くなりましたが、低気圧や前線の影響で雨の日もありました。

12月

高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、冬型の気圧配置や低気圧の影響で雪や雨の日が多

くなりました。

上旬は、冬型の気圧配置や気圧の谷の影響により、北部を中心に雪や雨の日が多くなりました。

中旬は、低気圧や冬型の気圧配置の影響で、曇りや雨または雪となる日が多く、大雪となった日

もありました。下旬は、高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、冬型の気圧配置の影響で北

部を中心に雪や雨の日が多く山沿いでは大雪となった日もありました。

長野地方気象台では、12月５日に初雪（平年11月21日、昨年11月11日）を観測しました。

長野地方気象台『長野県の気象・地震概況』による。


